
 
 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

【手作りのおもちゃ】 

 最近、スマートフォン片手に旧見付学校の周りを歩いている人を見かけます。今では、ＩＴを

使ったおもちゃが主流になっています。昭和の終わり頃には、おもちゃ屋さんが繁盛していて、

お正月やお盆にお小遣いをもらうと、おもちゃ屋さんへ行ったものです。 

明治時代はどんなもので遊んでいたのでしょう。 

買ってもらったおもちゃもありますが、お小遣いのほとんどない時代 

ですから、おもちゃは自分で作ったり、お兄さんが作ってくれたりして 

遊んでいました。昭和 30年代頃まで男の子は小刀を持っていて、野山の木の枝や竹をおもちゃ

の材料として調達してきました。その後、けがをする子もあり、小刀は持ち歩かなくなりました。

女の子は、子守や手伝いで忙しく、あまり遊べなかったという人もいました。 

 

 

旧見付学校内には、野菜でっぽうやゴム管、竹トンボなど、懐かしい 

手作りおもちゃが展示してあります。皆様のご来館お待ちしております。 
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